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震災支援

障がい者福祉

農業

生活交通

観光振興

３
月
１１
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
ま

ち
を
支
援
し
よ
う
と
、
消
防
や

水
道
、
保
健
師
な
ど
の
職
員
の

派
遣
を
は
じ
め
、
救
援
物
資
や

見
舞
金
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
支
援
し
て
い
ま
す
。

公
費
に
よ
る
見
舞
金
は
、
震

災
直
後
に
市
議
会
で
可
決
。
市

民
１
人
当
た
り
１
０
０
円
に
相

当
す
る
６
７
３
万
７
３
０
０
円

の
見
舞
金
を
、
全
国
市
長
会
を

通
じ
被
災
地
へ
送
り
ま
し
た
。

救
援
物
資
な
ど
も
３
月
１６
日

以
降
、
岩
手
県
の
釜
石
市
と
大

槌
町
、
宮
城
県
の
仙
台
市
と
多

賀
城
市
、
南
三
陸
町
、
福
島
県

の
い
わ
き
市
と
伊
達
市
、
南
相

馬
市
の
６
市
２
町
へ
陸
送
。
被

災
地
で
必
要
と
し
て
い
る
生
活

用
品
や
食
糧
、
燃
料
な
ど
を
、

延
べ
１５
回
に
わ
た
り
職
員
が
直

接
届
け
ま
し
た
。

医
療
支
援
活
動
を
行
う
特
定

非
営
利
活
動
団
体
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

ア

ム

ダ

か

ら
の
要
請
を
受
け
、
市
所
有
の

電
気
自
動
車
２
台
も
被
災
地

へ
。
震
災
直
後
で
ガ
ソ
リ
ン
が

不
足
す
る
な
か
、
２
台
の
ア
イ

ミ
ー
ブ
は
ア
ム
ダ
の
ス
タ
ッ
フ

の
移
動
に
使
用
さ
れ
、
医
療
の

提
供
に
貢
献
し
ま
し
た
。
そ
の

様
子
は
５
月
８
日
付
け
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
で
報
じ
ら

れ
ま
し
た
。

市
に
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
を

原
資
に
６
月
、「
そ
う
じ
ゃ
・
宮

城
っ
子
基
金
」
を
創
設
。
両
親

を
亡
く
し
た
宮
城
県
内
の
中
学

生
以
下
の
子
ど
も
に
１
人
年
間

１０
万
円
を
５
年
間
支
給
す
る
も

の
で
、
１２
月
末
ま
で
に
７３
人
の

震
災
孤
児
に
支
給
し
ま
し
た
。

義
援
金
の
累
計
も
５
０
０
０
万

円
を
超
え
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
を
受
け
総
社

市
も
、
万
一
に
備
え
、
よ
り
防

災
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
自

主
防
災
組
織
の
組
織
率
の
向
上

も
そ
の
一
つ
。「
隣
近
所
の
助

け
合
い
が
、
万
一
の
と
き
に
人

命
を
救
う
力
と
な
る
」
と
市
内

各
所
で
説
明
会
を
開
き
、
結
成

を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

ま
た
１１
月
に
は
、
震
度
６
弱

の
地
震
が
発
生
し
た
と
の
想
定

で
防
災
訓
練
を
実
施
。
開
設
し

た
避
難
所
に
住
民
が
避
難
す
る

な
ど
、
よ
り
実
戦
的
な
訓
練
も

行
い
、
防
災
意
識
の
高
揚
を
図

っ
て
い
ま
す
。

「そうじゃ・宮城っ子基金」の合意書に署
名し、握手を交わす市長と奥山恵美子宮城
県市長会会長（仙台市長）

岩手県釜石市と大
槌町で、総社青年会
議所と連携して豚汁
の炊き出しを実施

片岡聡一総社市長に2期目の市政

についてインタビューしました。

――無投票で再選でしたが
無投票という結果を市民が選ん

でくださった。投票による結果よ
り、逆に重たいと考えている。だ
からこそ、声なき声に耳を傾け、
いかに謙虚に政策を実行していく
かが重要だ。
――２期目の方針は
総社流の独自政策を、市民と協

働で進め、確実に実現を目指して
いく。また、それぞれの課題をス
ピード感をもって実行に変えるた
め、強いリーダーシップをもって
遂行していく。そのことで、地域
主権を自らで勝ち取り、全国でも
先駆的な役割を果たす市にしてい
きたい。

――自立する総社市の姿とは
市内で自立した経済圏を確立す

ることだ。総社流の施策を展開し、
自己経済流通圏を確立できれば、
進学のため県外に出た人が帰郷し
就労する。そして、人が集まり、
商圏が広がり、それに呼応して企
業がやってくるという循環につな
がる。そうすれば将来、子々孫々
まで総社市という自治体が残り、
県南の雄となる。さらに、障がい
者が普通に働き、高齢者が喜ぶ、
弱者にやさしく住みよい福祉都市
を目指したい。
――読者の皆さんにメッセージを
「総社は面白いよ」と言えるよ

う、共にがんばりましょう。読者
の皆さん、ふるさと総社をよろし
くお願いします。

▼
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

全
力
で
支
援
し
学
ぶ

障がい者千人雇用×地・食べ

防災訓練で、清音上中島地区の住民が開設
された避難所の清音福祉センターへ歩いて避
難する様子

任
期
満
了
の
総
社
市
長
選
で
、
無
投
票
で
再
選
さ

れ
た
片
岡
聡
一
市
長
は
、「
総
社
流
の
施
策
を
成
功
さ

せ
、
地
域
主
権
を
勝
ち
取
り
、
自
立
し
た
基
礎
自
治

体
と
し
て
、
弱
者
に
や
さ
し
く
住
み
よ
い
福
祉
都
市

を
目
指
す
」
と
市
政
の
方
向
を
示
し
ま
し
た
。 総社流


